
  

THE CURE STARTS NOWとは? 
2007 年、米国のブルック＆キース・デザリック 
夫妻は、当時 6歳の愛娘 エレナを、DIPG という脳腫
瘍により亡くした経験から、がん研究支援団体「THE 
CURE STARTS NOW」（以下CSN）を設立しました。 
CSN は「DIPG/DMG の治療の発見が全てのがんの克
服につながる」という「ホームラン戦略」という理念の
もと、全米からの募金活動により資金を確保し、設立以
来、世界 29か国の 100 以上の病院の 167 件の小児脳
腫瘍研究プロジェクトに対し、合計約 38億円の助成を
実現しています。現在、その支援活動の輪はオーストラ
リアやカナダなど世界中に広がっています。 
 

CSNJ結成! CSNの活動を日本でも 
⽇本では DIPG/DMG の研究がほとんど⾏われていませ
ん。CSN の活動を⽇本にも取り⼊れ、研究を前進させた
いとの思いから、がん闘病の当事者や家族が集まり⽇本
チャプター (CSNJ) が結成されました。 

• 募金活動とがん啓発活動 
• DIPG/DMG 等の小児脳腫瘍の治療研究支援 
• 世界の研究者との連携 
• 患者家族への情報提供やコミュニティ作り 

これらの活動を通じてがんの克服を⽬指します。 

 



ほ 

 

DIPG/DMG の研究の発展のため、皆様の 
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 
 日 本 で は、年間約 50～70名の子どもたちがDIPG/DMGを発症するとされていますが、患者数が少なく、採算性の点
から資金が不足し、研究開発が困難な状況にあります。 
CSNでは、世界のがん研究者により構成される諮問委員会 
によって日本国内の有望な研究を見定め、計画を策定しま
す。そこに CSNJ の募金活動を通じて得た資金を活用し、 
研究を進めて行く予定です。 
この計画の実現には、皆様からの温かいご支援が必要です。
どうか多くの皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。 

 


